
①：地域の合意形成・理解促進、各種の専門家と連携した体験プログラムの提供
②：平日のワークショップにもかかわらず、多くの参加者が集まる仕組み・理由
③：「一緒に汗をかく仲間」としてのワークショップに参加者が求めているもの

民間企業退職後にゼロから活動する体制を構築（※）された奥佐野農泊推進協議会の田中代
表から、地域の仲間づくりのノウハウや実践時の工夫といった体験談、活動の理念等につい
て講演いただくとともに、活動フィールドである里山の現地視察を行います。
※研修会のプログラム及び奥佐野農泊推進協議会の活動内容は、裏面をご参照ください。

グリーン・ツーリズム関係者や林業体験プログラム、里山の多面的機能の維持・発揮に興味
のある方にとって役立つヒントがきっと見つかる研修会ですので、ぜひご参加ください。

参加
無料

定員50名

栃木県グリーン・ツーリズムネットワーク会員、
グリーン・ツーリズム実践者、市町、県、林業関係者 など

主催：栃木県
問合せ先：栃木県農政部農村振興課 農村・中山間地域担当
TEL：028-623-2333 FAX：028-623-2337 メール:chok01@pref.tochigi.lg.jp

対象者

農林水産省が推進する農泊地域として集落活性化に取り組む事例を見て学びます。

本研修会のポイント

多様な協力者をつなげ、地域をつなげ、参加者をつなげる
奥佐野地域に学ぶ協働活動型のグリーン・ツーリズム

～地域の里山を、次世代へつなぐために～

※応募者多数の場合、
会員を優先の上で抽選

令和６(2024)年７月８日(月) 
13:00～15:30（受付12:45～・解散15:30予定）

以下のいずれかの方法により、お申込みください。【６/28（金）〆切】
①別紙「参加申込書」をメール又はＦＡＸで下部記載の
問い合せ先宛て送付

②電子申請フォームから申込

日 時

お申込み

（県電子申請フォーム）

集合場所 道の駅どまんなかたぬま どまんなかホール
（佐野市吉水町366-2）
※足場が悪くなっている箇所がございますので、長靴をお持ちの方はご持参ください。



主な活動内容

多くの方がワークショップに参加 参加者と共に環境改善活動に取り組む

１ 奥佐野農泊推進協議会の取組紹介
田中 浩唯 氏
道の駅どまんなかたぬま
どまんなかホール

２ 奥佐野農泊推進協議会
活動場所見学

田中 浩唯 氏 プロフィール
・奥佐野農泊推進協議会 代表 兼 丸岳・里山再生協力会 代表
・里山活動家、地域ファシリテーター
・民間企業を退職後、森林・山村多面的機能発揮対策交付金や休眠預金活用制度を
活用し、自伐型林業の普及・実践を行う。

・2023年奥佐野農泊推進協議会を立ち上げ、実施主体「丸岳・里山再生協力会」
の代表を務める。

【概要】
「湧き水の復活」を活動の象徴的な目標に掲げ、地域
外の若者や中高年と共に活動しながら、里山の豊かさ
や美しさ、その維持方法を体験プログラムを通じて伝
える取組の場。

（佐野市多田町2677）

プログラム・会場

（佐野市吉水町366-2）

会場間は自家用車等で移動

※ヒル等の虫がいる可能性がありますので、長袖のズボンでお越しください。
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